
まちカフェ！オープンデーとは町田市市民協働フェスティバル「まち
カフェ！」の参加団体から提案された「いつでも地域活動団体が交流
し学び合える場」。今年度は月に1回、町田市役所2階市民協働おう
えんルームに「誰もが気軽に立ち寄れる地域活動のつながりの場」と
して開催しています。初回の5月12日は、偶然会った方同士が情報交
換を行い、「今後一緒に企画を進めてみましょうか？」といった発展的
なつながりが生まれたり、オンラインツールの使い方を学んだりと、多
くの実りのある時間になりました。
オープンデーの開催日には、団体運営のヒントや活動に生かせる技
術を学ぶプチ講座も開催する予定です。併せてご活用ください。

6、7月も地域活動の醍醐味や楽しみだけではなく、活動に生かすヒントやつながり
が生まれる講座やイベントを多数開催します。「地域活動をしている人とつながり
たい」「団体運営のヒントが欲しい」「地域で開催しているイベントで楽しみたい！」
…そんな時にぜひお越しください。参加費は全て無料ですが、予約が必要な講座も
あります。詳細やご予約は、サポートオフィスのホームページをご覧ください。

www.machida-support.or.jp
042-785-4871 受付時間　月曜日から金曜日 午前9時から午後6時

　　　　　（毎月第三水曜日は午後5時まで）

町田市地域活動サポートオフィス

info@machida-support.or.jp
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同じタイミングに来ていた団体の方と意気投合し、色々な
意見交換をしました。今後新しいプロジェクトが生まれる
かもしれず、わくわくしています。

Zoom会議に出席する方法やFacebookの活用方法がわ
からなかったので、プチ講座を受講しました。少人数で
ゆっくり教えてもらえて、操作できるようになりましたよ！

まちだづくりのコミュニケーション誌
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6、7月のイベント・講座開催情報

町田市役所2F 市民協働おうえんルーム

今後の予定
場　所 開催日時

7/7（木）、8/4（木）、9/1（木）、10/6（木）、11/10（木）
毎月第一木曜日（祝日の場合は第二木曜日）10：00～17：00

オープンデーで実施するプチ講座等の詳細は、
サポートオフィスのHPをご覧くださいCHECK!

オープンデーオープンデー

当日は、まちカフェ！実行委員会の方や地域活動をされている方、市役所職
員の方など、さまざまな分野で活躍されている皆さんにお越しいただき、にぎ
やかなつながりの場になりました。

学生と協働事業に取り組んだ経験共有会
［ みんなの経験共有会 vol.3 ］

［会場］ 和光大学ポプリホール鶴川 3F 多目的室
　　　  （町田市能ヶ谷1-2-1／鶴川駅から徒歩3分）

［会場］ 町田市立中央図書館 6Fホール
　　　  （町田市原町田3-2-9／JR横浜線町田駅東口から徒歩2分）

［会場］ CAMP－NARUSE
　　　  （町田市南成瀬5-1-8 小室ビル301／成瀬駅から徒歩3分）

毎月一人ひとりの経験や挑戦を市民の知に
していく場「みんなの経験共有会」。6月は学
生との協働に取り組んだ経験をお話しいただ
きます。お互い試行錯誤を重ねながら、世代
や立場を超えた協働にチャレンジしたからこ
その難しさや楽しみを共有していただきます。

7月はオンラインイベントに挑戦した方からそ
の経験をお話しいただきます。当日はサポー
トオフィスのスタッフからオンラインイベント
開催のコツや工夫した点についてもお伝え
します。この日はオンラインと対面でのハイブ
リット開催をします。

多様な参加者の想いやアイディアを引き出
し、行動につなげるためのファシリテーション
を実践的に学びます。会議の準備から当日の
進行や板書まで、明日から実践できるファシ
リテーションの基礎スキルを身に着けること
ができる講座です。

詳細・ご予約は
コチラ！

6/22（水）  19：00～20：30

7/28（木）  13：30～16：307/25（月）  14：00～15：30

ファシリテーション講座オンラインイベントのコツ経験共有会
［ みんなの経験共有会 vol.4 ］

講師：平田隆之氏
（NPO法人市民プロデュース理事長）

▲4月に開催したみんな
の経験共有会の様子

要予約

要予約 要予約

学生と一緒に活動してみた！

みんなの想いをカタチにする技術
オンラインイベントに挑戦してみた！

［会場］ 町田市役所2F 市民協働おうえんルーム
　　　  （町田市森野2-2-22／小田急線町田駅西口から徒歩8分）

まちカフェ！オープンデー
この日のオープンデーでは「市役所との協働
のコツ＊プチ講座＆協働なんでも相談会」
（10：30～ / 13：30～※相談会参加者のみ要予約）

を開催します。行政との協働に興味がある
方、もっと協働について知りたい方、ふるって
ご参加ください。

7/7（木）  10：00～17：00 予約不要

誰でも気軽に立ち寄れる地域活動つながりの場



組織基盤の分析シートを制作することで、自団体に足りない要素
が明らかになりました。またそのことをメンバーと共有できたこと
がとても有意義でした！

自分たちの活動はとても狭い範囲のターゲットに向けたもので、
ある意味「孤独」であると思っていました。しかし他団体の方との
話合いを通して一緒に事業を進める〈協働〉のイメージがつかめ、
活動へのモチベーションが更に高まりました。

団体運営の     のキーワード
事業づくりと組織づくりは、
よりよい団体活動を運営するための両輪！Topics 特　集

「メンバーの関わりの程度に温度差がある」「チーム内で本気・本音・
本心で対話ができる雰囲気がない」と感じたことはありませんか？
高い成果を継続的に出していくには、メンバー同士の「関係の質」
を高めることも大切です。まちだづくりカレッジでは、必ず団体から
複数名で参加していただくことを条件とし、参加メンバー同士の関

係の質を高める仕掛けとして、定期的な課題への取り組みを通じ
て団体内で話し合っていただくことをお願いしています。「お互いに
尊重し、一緒に考える」「気づきがある、面白い」「信頼感を持てる」
といった「関係性の質」を上げていくために、日々の活動の中で何
ができるかを、話し合ってみるといいかもしれません。

団体のビジョン・ミッション・バリューを作る

ビジョン
ミッション
バリュー

個人と団体と社会を
結びつけるもの

ビジョン（理念）
ミッション（使命）
バリュー（行動指針）

ビジョン（理念）
ミッション（使命）
バリュー（行動指針）

【 日常的な取り組み事例 】

【 合宿等での取り組み事例 】

各メンバーの考え方の特徴や
行動の礎になっている、
過去の経験などを互いに理解する

一緒に身体を動かしたり、ゲームをしたりすることで、
身体的な同調を感じる

● コミュニケーションツール（チャット/SNSなど）の導入
● ランチ会、食事会などの雑談の場の開催
● 年長者やリーダーが率先して自己開示をする

● 自分史のシェア
● 個人面談、インタビュー

● ハイキング
● 大掃除や資料の帳合い、
　ホチキス止めなどの作業をみんなで行う

第１回 まちだづくりカレッジの様子

より良い
ビジョン・ミッションとは

時間をかけて作っても、メンバーだけではなく、
世の中に広く伝わる言葉になっていることが
大切です。ぜひ下記の項目でチェックしてみ
てください。

ファシリテーションとは、多様な参加者
の想いやアイディアを引き出し、行動に
つなげるため技術です。会議やイベン
トの参加者全員が、「安心して意見を
言える場づくり」を実現させるスキルを
身に着けることも、関係の質の向上に
つながるでしょう。

町田市地域活動サポートオフィスの
ビジョン・ミッション・バリュー

まちの困りごとにみんなが楽しく取り組み、 自分らしくいられる「まちだ」づくり

ビジョン実現に向けて以下の4つに取り組みます

よき「伴走者」であり、よき「翻訳者」であること

● つくる（立ち上げ支援）
● ささえる（経営支援）
● つなげる（協働支援）
● かえる（変革支援）

組織と事業の担い手の立ち上がりをサポートします
組織と事業の経営をサポートします
人と組織、組織と組織など多様なつながりづくりをサポートします
社会の新たなしくみづくりをサポートします

… 団体が目指す社会の状況や状態
… ビジョンの実現に向けた団体の社会的な役割
… 組織として大事にしたい価値観やあり方

事業づくり編
▲冒頭の団体紹介タイムで

は、活動内容の紹介にと
どまらず、団体活動を始
めた社会的背景や課題
意識等が共有されていた
のが印象的でした。

団体メンバー同士の関係の質を高める
組織づくり編

keywords
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団体のビジョン・ミッション・バリューの定義
関係の質を高めるきっかけづくりを行う

ファシリテーションの技術を活用する

▲ワークタイムでは組織基
盤の現状や課題を具体化
するためのチェックシート
を活用しながら、団体内
での議論を深めていきま
した。

▲団体紹介の後は、講師に
よる講義タイム。地域活
動団体に焦点を当て、社
会状況を明確に捉えた運
営のポイントが解説され
ました。

市内のNPO団体をはじめとする地域活動団体の皆さんと講師との熱気あふれる時間になりました。

CHECK
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REPORT

良いビジョン

良いミッション

実現可能性を感じられる

目指す状況・状態がイメージできる

シンプルで覚えやすい

ステークホルダーの共感が得られる

自団体のやること
やらないことが明確になっている

どこまでやるのかが
具体的になっている
自団体の強みが活かされている

社会のニーズに応えられている

サポートオフィスが設立されるタイ
ミングで、メンバー全員でまとまっ
た時間を取り、想いを語り合いな
がら、ビジョン・ミッション・バリュー
を作りました。

ミッションミッション ー私たちが果たす使命―

バリューバリュー ー大事にしている価値観

ビジョン ー私たちが目指すものー

keywords
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2022/5/24

［会場］ 町田市中央図書館 6F ホール
みんなの想いをカタチにする技術
「ファシリテーション講座」

7/28（木）13：30～16：30

個人の背景理解 身体性を使った共同体験

コミュニケーションの活性化

２つ

声
参加者の

詳細・ご予約は
コチラ！

開催レポートは
コチラ！

※巻末ページも併せてご覧ください

【 ビジョン・ミッション・バリューの役割 】

対話を重ねながら事業計画を作り上げる伴走型連続セミナー「まちだづくりカレッジ」が、
5月に開講し、今年度は6団体が受講しています。
これまでも対話を重視してきた本講座ですが、今年度は、他の参加者やサポートオフィススタッフ、
講師とともに自分たちの課題を考え、話し合い、解決策を探る対話をさらに重視するスタイルで実施しています。
本特集ページでは、まちだづくりカレッジでお伝えする〈団体運営を推進する２つのキーワード〉を紹介します。
講座に参加されていない団体の方も、団体運営についての悩みごとがあれば、
サポートオフィスまでお気軽にご連絡ください。

さまざまな想いや背景を持つメンバーが、目標の達成に向け継続的に活動するには、団体の
北極星となるビジョン・ミッション・バリューを作成することが大切です。これらを作成したまち
だづくりカレッジの受講生からは「ビジョン・ミッション・バリューを作る過程で、目指す方向性に
ついて腹を割って話せたので、活動への責任感やモチベーション向上につながりました」と感
想が寄せられています。ビジョン・ミッション・バリュー策定のコツは、その過程で対話を重ね、
メンバーの思いを共有することです。メンバーの本当の気持ちがどこにあるかを丁寧に確認し
ながら言葉に落としていきましょう。そうすることでより実効性の高いものになります。


